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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さんK馳ol bi－zar bllshad， b￥・barf　nak．「カーブルに金はなくてもいいが，雪がなくてはならぬ」
由の雷がとけて水となり，カーブルの住民を養っているということで，、乾燥地帯の人文地理学上
重要な問題を含むアフガユスタンの諺である。
　11節
　（b）
　「私のお願いを聞き入れて下さることを希望します」
　C彼らは行くことに決心した」
の例文について，著者は「目的」purposeを表すものとしているが，（c）が「目的」．fina1を表すも
のであるから，それと区別するために，58頁18節「彼は自分のきょうだいに手紙を書くことに決
めたsの従属節を「名詞節」substantive　ciauseと呼んでいる購じ呼び方をここでも使う方がわ
かりやすい。
　（C）の例文について次の網違に注意したい。
　In　k盃r－r査h髄be・konid．「この仕事は今やれ」（「今」を強調）raは「は」に当る。
　壬｛烈五in　k亘r一語be－konid．　「今はこの仕事をやれ」（「この仕事」を強調）
Be・E　farmgd　t5　raft．「彼はかれに行くように命じ，かれは行った」tUは目的節を導く接続詞で，
その後の動詞の時劇が直説法過去であるから，行くように命ぜられたかれは実際に行ったのであ
る。もしこの時嗣を仮定法にして……tg　be－ravadとすれば，「彼はかれに行くように命じた」だ
けであって，かれが本当に行ったかどうかはわからない。
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　ここで直説法を用いることは古典文においてであると著者はいうが，現代文でもしばしば見ら
れる。
　12節
（b）　「医者が着くまでに，病人は死んでしまうでしょうm◎rdeh　bashad」ここで仮定法過玄
を馬いるのは古典的用法である。159頁一番上に同様な例文がある。現代文でなら現在完了にす
ることが7節で述べられた。
　13節
　来来を用いる場合として次の二つが示されている。
　（d）未来の動作または状態をいう場合，ヂ彼は明H行くでしょう」
　（b）確実性を示す場合，〔だれかが扉を叩いたとき〕「これはアiJ　一にちがいない」
　ペルシア語における未来形の用法はかなりむずかしく，多くの粥例から帰納的に判断するほか
ない。一書でいうなら，未来をいうには，口語的文脈では現在形が，文語的文脈では未来形が，
それぞれ用いられる。したがって未来形をまったく使わなくてもペルシア語による意思の疏通は
可能である。したがって初学者は未来形を使わなくてもよい。
　14節　命令形　説明略
　15節
　祈願法で一つ覚えておくべきものはbgdanのそれb記で，　zendeh「生きて」とともに用いら
れ，Zendeh塩d！「万歳」となる。アフガニスタンやパキスタンではzundahとなる。
　16節
　「一・…すればよいのに」という：希望を表すのに，それが実現可能なら時欄は仮定法現鹿，不可
能なら過去進行形または過去完了にする。
　17節
　ペルシア語の話法はH本語と岡じで直接話法であるから，霞本入にはわかりやすい。ただ代名
詞は間接話法のようにしてもよい。また「欝った」の次に接続詞kehを入れても入れなくてもい
い。
　18節
　taが導く「疇の従隅鐵l」についての詳細な説明である。なおtaが導く「時」の従属節は主節
より前に，噛的」の従属節は後に来ることに濠意したい。
　19節
　禁止を表すのに，man‘とqadaghanを使えば動詞を否定にし，　mamndを使えば轡定にすると
いう説明がある。
　「彼がそこへ行かないよう，私は禁止したman‘karda搬」
　「そのうちにこれ以上私が母の家へ行かないよう禁止されたqadaghan　shod　」
　fだれもそこへ行くことは禁止されていたmam煎‘b掘」
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　しかしこの説明に反する用例もある。
　HakXm　qadaghan　kardeh　keh砿aharf　be－zanand．「医者は入々が彼と話をすることを禁じ
た」（ヘダーヤトY三滴の血譜）
B漁eid翫瞼ras玉deh　kgcheh－ye－“al・har－e－dast－e－r”ast「＋字路の手前の右手の最後の小路
　meid瓠とはイランの都市の大きな十字路の真中に庭を作｝），銅像が立っていた｝）するところ
である。大通りを㎞勧anといい，それに直角に交る小路をkgchehという。
　「……の手前」beh…na．rasldehの対，「……を通り過ぎて」はaz…g◎雀ashtehである。例
えば
　az　meidEn　go茎ash重eh　kUcheh－ye－avva王一e・dast－e・chap「十字路を過ぎて左手の最初の／1・路」
　これらの表現はイランの都市で道を教えたり教えられたりするときのために覚えておくとよい。
　20節
　互madanなどを非人称的に溺い，意味上の主語を接尾代名詞の位置におくもので，ペルシア語
らしい構文であるから，覚えておいて使うとよい。この場合琶madanはつねに三人称単数形であ
る。
　KhWosh－eta鍛　一amad？　「お気に召しましたか」
　Bad・am　na－m蕪yad．　「きらいではありません」
　23節
　ペルシア語動詞現在形は現在をも未来をも意昧する。とくに現在を書いたいときにはdashtan
の活用形を付繍する。例えばmTnevisamは〔私が）「現在書いている」もvこれから書く」も意
味する。前者の意昧をはっきりさせるためには，daram　minevisamという。この場合，　a1・an「環
在」という翻詞を伴うのがつねで，「今ちょうど……しているところだ」と訳する。
　26節
　古典ペノkシア語において過Etk形にbe一を付けると，完了・終結の感じを強く与える。この用例
を筆者はアフガニスタンのヘラート近郊の農村カバービヤーンで知った。be一よりもbu一と発音
されていた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第14課
　この課は1節で会話，2－4節で口語的発音を扱っている。しかし会話について注意すべきこ
とは無数にあって，とてもこの～課で述べつくすことはできない。ただ本書を～つの手引きとし
て会話の法則を露分なりにまとめることができよう。まず敬藷と謙譲語についてまとめてみよう。
　1節
動詞　　　　　　　：普通　　　　　　　　　　尊敬　　　　　　　　　　　　謙譲
瓢　慧鋤　盤器｝・一・一
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膳る
言う
書く
わかる
与える
死ぬ
b豆dan
goftan
neves董ltal玉
£ah瓢Tda薮
d互daR
mordan
tashrTf　d蓋shtan
farmUda薮
搬arΦm飴r痂da勲
moltafet　s】窪oda額
tavajjoh　kaτdan
m・tavajeh　sh・伽
marhamat　karda薮
負）朕t董くardan
‘arz　kardan
taqd董m　kardan
　169頁（d）　一（のは挨拶の薔い方である。ペルシア語に限らず挨拶は好意の表現として入間関係
になくてはならぬものである。出会ったとき，別れるとき，その他さまざまな場合のいろいろな
表現がある。その場にふさわしい丁寧さの程度をわきまえる必要がある。内答のない儀礼的会話
においては，おきまり文句を並べるだけで容易に会話が進行する。
　ペルシア語でもH本語と同じく「どこへお出かけですか」と間うことがある。これは質問とい
うよりは挨拶であり，必ずしも本当に糊手の行先を知ろうとするのでないから，それに答える必
要はない。
　170頁（m）（n）のKhw臨esh　m盈o蕊am・Ested‘互mlk◎nam．　Ekhtiygr　daτid．はいずれも霞本
語の「どういたしまして」に当り，会話でしばしば用いられる。つまり，感謝されたとき，ほめ
られたとき，あやまられたときの答えとして使われ，その口調も日本語と同じく，やや長くのば
してていねいに発音する。
　171頁（q）Kh◎da　na・konad．「神よそうするな」は縁起の悪いことを否定するのに縮いられる。
例えば
　雫「もし私の父が死んだら」　乙「神よそうするな」
　または「Kho面na．khW嚢steh神が望まないことですが，もしあなたが病気になったら……」
　ペルシア語会話には優雅なきまり文旬が多い。それらをうまく使うことは会話を上品にする。
例えば172頁脚注
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から　」琶・ye－shom嚢kh誼［b5d］．「あなたの場所は空〔であった〕」
　kh51fのかわりにsabz「緑」でもよい。「あなたが坐っていなかったからそこに草が生えた」の
意。話題のことがおこったとき，相手がそこに居なかったのなら，その相手に対する思いやりの
表環で，「そのときあなたは残念ながらいらっしゃいませんでしたが」と挿入的に雨いられる。
　また電話で話していて「そのまましばらくお待ち下さい1というのをG逼s痘khedmat－e頓n
磁shad．「受話器があなたの奉仕にあれ」というのも上品な表現である。
　2節
　172－3頁（のは口語的発音において現在語根の～音節が脱落する例である。本書に挙げられて
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いる以外の例を示す。
　mi－tavEn・am　　「私はできる」　　→　　mlfan・am
　mi－rav－am　　　「私は行く」　　　→　　mi－r－am
　mi・skav－am　　　「私はなる」　　　　一一DF　　mf・sh・am
　173頁（e）否定の接頭辞簸a・が動詞の接頭辞顧一の前につくと，ne・となる。これはna－mi一つ
まりa→iより，ne－mi・つまりe→iがcaの形の変化が小さくてすむからである。アフガニスタ
ンのペルシア語ではmi・はたいていme一となるため，轟a・m6一となり，　naはそのままである。　a
→eの変化が小なるためである。アフガニスタンでも，語根の母音にiがあれば接頭辞はm壱・で
なくmi・であり，それにつく否定はRa一のままである。
　例　　na－m6・ko蜘am。「私はしない」
　　　na一顛一g三r・ad．　「彼は取らない」
　3節
　Manzel　b6dam，蕊gaτ．「私は家にいたっていうのに」私が家にいたことを信じようとしない稲
手を非難する気持が藤gaごにある。
　Ukeh　m◎rd．「彼はねえ，死んだよ」このkehに意味はない名音節をふやして聞き手に時間的
余裕を与えるためである。
　アフガニスタンではこの場合，kehのかわりにkhδを用いる。
　4節
　一音節だけで意昧を表せるのに，さらに人称接尾代名詞をつけ撫える。これも全く音節をふや
して聞き手の聞き取りを容易にするためである。
　Btid・esh．　　「彼はいたよ」
　Nist－esh．　「そうじゃないよ」
　Mord・esh．「彼は死んじゃったよ」
　数の「－」はアフガニスタンではyakと発音されるが，イランではyek，その口語ではkが落
ちてyeとなる。
　出典解説
　本書に引用された古典の語句の出典をできるかぎり調べてみた。不備な籔所は御教示を乞う。
訳文は直訳である。〔　〕は補ったところ。人名とその後の形答語（父または出身地の名）の間
にはエザーフェが入るが，ここの転写では省略した。サアディー「ばら園」の第1章からの引用
がもっとも多い。
62頁
〔生まれ尊い）フェルドウシーは何と立派に書ったか
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　〔一彼の清らかな墓に恵みあれ一
「いじめるな蟻を，それは餌を運んでいる
命あるものだ，美しい命はすばらしい」と〕
Sa‘di，β臨励（果樹園）2章
75頁
〔あらかじめ気をつけておれ〕
　時がどんないたずらをするか見よう
　　Ferdousi，　Shahnameh（王書）
貴重な人生はこのことに費された
　夏に何を食い，冬に構を着るかを考えて
　　Sa‘甫，　Golesta－n（ばら園）1章36話（以下1－36のように表す）
おお，私の姿はおまえには卑しく見えようが
　大きいことがいいことだと考えるな
　　「ばら園」　1－3
8頂
（多くの飢えた者が眠ったが，それが誰かだれも知らない〕
　多くの命が失われた（が，だれもそれに涙を流さない｝
　　「ばら園」1－16
127頁
できるかぎり人の心をかき乱すな
　一つのため息が全世界をかき乱すことがあるから
　　　「ばら園」　1－26
131頁
ある圧政者が眠っているのを私は見た，〔昼のB申に，
　私は書った「これはたたりだ，眠らせでおくのがよい」と〕
　　「ばら園j　I－12
132頁
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私は聞いた，羊は長者が
　救ったのだ〔狼の口と手から〕
　　「ばら園」　II－31
i36頁
うるわしのシーラーズよ，〔その類いなき姿よ
　神よそれを亡びより守れ〕
　　耳をfe髪（AJ．　Arberry，、卿多肋Poems，1962，　p．61）
137頁
〔一圏の政治がおまえに何の役に立とうか）
　おまえが死ぬことは人民を苦しめるよりまし
　　「ばら園i　I－11
139頁
ばらはわずか五，六日もつだけだが
　〔私の『ばら［灘はいつまでも美しい〕
　　「ばら園」序
140頁
テ｛一西・ザン
もしこの射手の手から逃れられたら
t－N・ぐン
　私は老婆のあばら家の隅に｛主んでもよい
　　「果樹園」6章
明霞，Hが高く上れば
　私は鎚をとって戦場に赴き，アフラーシアーブと戦おう
　　「王書」
143頁
Wクマーンは看った「彼らに知恵の欝葉を語るのはなさけないことだ」と。
　　「ばら園」　II－19
144頁
これ以上，彼の内面の傷を，罪難によってかきむしり，塩をふりかけるのは，妊ましいとは私
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　68
は考えなかった。
　　　fばら園」1－16（版本によっては「彼の内面」darffR－eshでなく，「貧者j　darvishとな
っている。綴りが，蘭者はヌーン，後者はイエーである違いである）
私の人生の残りを，そのことへの感謝の責任からぬけ出ることはできない。
　　「ばら園」　1－16
三Eは全貫を殺すよう命じた。
　　「ばら園」1－4
146頁
進めば助かり，眠れば’死ぬ。
　　「ばら1鵡」　II一ヱ2
150頁
私が雷うことや書くことに偏見がないことを，神は知っている。
　　Be血aq了，　T々rrkh　・e－Beihaq　i一
彼らが欠点や誤りを見つけたら，雷ってよい。
　　同上
王は彼が言うことは何でもするのに
　その彼がよくないことを魯うのはなさけない
　　「ばら園」　1－1
151頁
蹄の跡が見失われるよう
　トルコマン人よ，蹄鉄を逆の向きに打て
　　Qa’inl　S嬉raz玉
　156頁
　その地方の諸国の政治家たちは，彼ら（アラブの盗賊）の審を除くことについて次のように相
談した。この集關がこのままでいつまでもいるなら，彼らを制御することは不可能になってしま
うであろうと。
　　　「ばら園」1－4　　下記，162頁の引用文の続き。
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157頁
一本の若木が蔭を作る大樹になるまでに
　何回分の水が灌概溝を流れることか
　　Mas‘Ud　Sa‘d
一本のろうそくが尽きるまでに，百匹の蛾が焼け死ぬ。
　　sa’eb　Tabrizl
ユ58頁
平和を守れるかぎり，戦争・の扉を叩くな。
　　N巨§er　Khosrou　（S．　Ha￥m，　Persian－English　Proverbs，　p．108）
私に命のあるかぎり希望がある
　いつかは君が太陽となるであろうと
　　Gorg五鍛蒙，　Vrs　o　R伽勲（ed．　Mo与am猟ad　Ja‘far　Ma切酒b，　p．234）
159頁
解毒剤をイラクから運んでくるまでに，蛇に咬まれた人は死んでしまうであろう。
　　　「li“ら園」　1－16
161頁
敵と味方を区別するためには
　入生が二回必要であろう
　　　‘Em盃di　Sha｝rriygri
もし私が自分の雷ったことを実行していたら
善良で敬慶な人になっていたであろう
　　「ばら園」II－23（Kolめノδ∫一θ一3露r，　ed．‘Abd　al・‘azlm　Qaribにだけこのベイトがある〉
木がもしあちこち動けるものなら
　鋸の専制や斧の圧追を受けないだろうに
　　A益va垣（1）か∠7刃一8磁ηyαアち　ed．　Sa‘ld　Naf1si，　p．121）
162頁
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　もし国家に舌があるなら
　　この悪魔や野獣に泣き叫ぶであろう
　　　Ka1Tleh　o　1）eMneJi（ed．‘Abd　al－‘aKim　Qarゐ，　p．12。ただし第2のメスラーはSanE－g“－
ye・sh－ah・e・jahan　b互sha甫「世界の王を称賛するであろう」となっている。このベイトを引用した
いくつかの本もそうである）
　アラブの盗賊の一団が山の上に居をかまえていた。そして隊商の通路は塞がれ，その地方の百
姓たちは彼らの計略を恐れ，スルターンの軍隊は敗れた，彼らが難攻不落の隠れ家を虚頂に手に入
れていたがために。
　　「ばらpa　jI～4
第二部　アラビア語の要素
序 論
　以上第1課から第14課までが第一部であり，これから第二部に入る。ペルシア語圏は7世紀中
頃，アラブ族の侵入により，アラブ人とイスラム教とアラビア語の支配下に入り，ペルシア語が
アラビア文字で表記されるようになって，「近世ペルシア語」の段階に入る。とくにイスラム教の
受容により，宗教的用語をアラビア語のままで採用したため，ペルシア語の中に多くのアラビア
語が混入するに至った。『コーラン』をアラビア語のままで読諦することが一般人の教養であり，
知識人はアラビア文そのものも綴ることができた。このアラビア語とペルシア語の関係は，中国
語と臼本語の関係になぞらえるとわかりやすい。
　近世ペルシア語の古典ペルシア語の著作の中にはアラビア語の文章がしばしば含まれているが，
現代ペルシア語ではこういうことはない。ペルシア語圏の学校でアラビア語の授業が行われてい
ることは，わが国の漢文の授業と似ている。現代ペルシア語を扱うのに，アラビア語の知識は，
語・句までで，文までは不要である。本書第二部でラムトンはアラビア語についてかなり詳細な
説明を与えてくれているが，そのすべてを学習しなくても，とくに重要な箇所を拾うだけでも，
現代ペルシア語をよりよく理解するのに役立つ。
　アラビア語とペルシア語の音韻の比較をごく簡単に次のように示すことができる。
　母音・二重母音
　ペルシア語　　　　　　　　アラビア語
　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，　1
　　　e
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　　　a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a，a
　　　盃
　　　O
　　　u　　　　　　　　　　　　　　　　u，u
　　　e王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　al
　　　OU　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　au
：f・：蕪
　　下のペルシア語の各列の畜は，文字は違うが音は同．じである。しかしアラビア語では警もす
べて違っており，翻字transliterationもペルシア語と違うことがある。下にこれを表示する。横
線はペルシア語のと間じ翻字である。
　　　ペルシア語　　　　　　　　　アラビア語
　　t，t　　　　　　　　　　　　－，　t
　　　S，　S，　S　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　th，　一，　－
　　h，h　　　　　　　　　　　－，－
　　k，z，多，彩　　　　　　　　．亜，一，q，｝
　また単語のアクセントもアラビア語とペルシア語ではかならずしも同じでない。アラビア語起
原のペルシア語はほとんど最後の音節にアクセントがある。
　筆記体を比べるに，アラビア語はごつごつしていて男性的、ペルシア語は優雅で女性的である。
　Nahj　o玉⑱a1砲heh噛葉の大道s，アリーの説教集。
3節　太陽文字sun　iettersの音は，歯音dentalおよび歯茎音alveolarである。
　5節　長栂畜の表し方をまとめると下のようになる。
　盃　子膏にファトへの記号をつけ，その後にアレフを書く。
　1　子音にキャスレの記号をつけ，その後にイエーを書く。
　a　子麿にザンメの記号をつけ，その後にワーウを書く。
　aには上のほかに次の表し方もある。
　　　子音の上に短い縦棒をつける。　　rahmftn
　　　子音の上の短い縦棒とその後のワーウ。　　za漁t
　　　単語末で子音の上のファトへとその後のイエー。　　hattE
　8節　ペルシア語のハムゼの用法はag－一部の序論6節に，母音と母音の接続を示すためと説明
されている。これに反しアラビア語のハムゼは子音であって，その形が「エイン」の上半分であ
ることが示すように，エインの音と同じ声門破裂音である。その転写は本論文では・とする。ラ
ムトンは9節にあるように・としている。ハムゼはたいていアレフ，ワーウ，イエーのどれかを
「支え」bearerとして取る。これらの文字は発音には関係ない。ハムゼがどの字を支えとして取
るかについては複雑な規則があ｝）　tその規則を覚えるよりは，支えも含めて綴り全体を覚えてお
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〈方がむしろ容易である。しかし本書でこの規則が詳しく説明されているし，アラビア語が「法
則的」懐璽a‘edehといわれる一例として，以下にハムゼの支えについての規則をまとめておく。
まず「断絶のハムゼ」についてである。
ω語頭では支えはアレフである。例えば「命令ゴamτ，アラビア語では語はかならず子音で
始まると考え，この諾も・という音に始まるとし，この音を示すためのハムゼの支えとしてアレ
フを書く。しかしペルシア語ではこの語の発音はamrであって，語頭の母音aを表すものとして
アレフが書かれる。
　（b）語中では次の三つの場合がある。
　　（i）ハムゼが無母音（ソクーン）の場合で，その支えはハムゼの前の母音と糊系＊＄1　cognate
　　　の文字である。つまり
　　　　a…　　アレフ
　　　　o…　　ワーウ
　　　　e…　　イエー（点なし）
　　　例えば
　　　　r§’s　　　　アレフ　頭，家畜を数える単位
　　　　m？’men　　　ワーウ　儒者（Amir　ol・mo’men￥n｛言者たちの長，カリフ）
　　　　be’r　　　　イエー　井戸（ペルシア語では使われない。以下×で示す）
　　　　　 o
　　（圭i）ハムゼに母音がつき，無愚音子音のあとにくるとき，その支えはハムゼの愚音の同系統
　　　の文字
　　　　mas，alat　　アレフ　問題（ぺ．mas，aleh）
　　　　　　o
　　　　mas’91　　　ワーウ　責任ある
　　　　mafi．　　　　　イエー　　見える
　　（iii）　ハムゼに働音がつき、短母音または長母音のあとにくるとき
　　　㈲　ハムゼの・鳳音か，ハムゼの前の母音か，そのどちらかがeまたはiであれば，支えは
　　　　イエー。
　　　　　khati’at　　葬（ぺ．khatlyeh，　khat勘
　　　　　　　　◎Oo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・
　　　　　vasa，e　1　　　　　手著彙　（複数）
　　　　　　　o
　　　　　SO’ela　　　　彼は尋ねられた　×
　　　　　　　 o
　　　（イ）上記以外で，上述の2母膏のどちらかがoまたはUであれば，支えはワーウ。
　　　　　sg’塑　　　質問
　　　　　擁s　　くじゃく
　　　（ウ〉上記以外でハムゼの前の母轡が査でないとき，支えはアレフ。
　　　　　sa’ala　　　彼は尋ねた　X
　　　　　　　o
　　　　　　ta，ammo蓋　　　　　考乏透孟
　　　　　　　o
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　　　C⇒　（切のうちハムゼの前の母音がRのとき，ハムゼの支えはなし。
　　　　　（1eτ｛｝，at　　　　　　　　　言売言爵
　以上の規則には例外がある。それは岡じ文字または似た文字が連続することを避けるためであ
る。例えば上記のうち（b）の（ti）のmas’Ulの場合，ハムゼの支えとしてのワーウと，　Uという長母
音を示すワーウが，続いて書かれる。この同文宇の連続を避けるために，前のワーウをイエーに
変える。
　また（i韮）の（イ）のtガ貢sも正しくはワーウを二つ書かねばならないが，～つだけにすることもあ
る。
　（圭i）のmas’aiatのハムゼの支えはアレフであるが，その次のラームと似て長い縦棒であるため，
前者をイエーに変える。
（c）語末
　　③無母音または長母音の後では，支えはなし。
　　　　zaゾ　　　　明るさ　×
　　　　shay’　　物・事　×（ハムゼなしでパシュトゥ語にある）
　　　　sll’　　　悪，誤（S瀞e－ta癒ho魚　誤解〉
　　（ti）その他の場合は上記（b）語中の場合の規則に従う。
　184頁から「連続のハムゼ」の説明がある。ペルシア語としては人名がここで問題となる。
　本書に引かれた例‘Abd　ol－Q記eごという人名について説明するとこうなる。この句は格語尾を
無視すれば‘abd’al　q蚕derという語から成っている。’a1はアラビア語の定冠詞で，そのハムゼ
・は「連続のハムゼ」である。このハムゼが他の語の後に続くとき，ハムゼはその母音aととも
に脱落する。ただしハムゼの「支2t　」たるアレフの字は残る。以上が定冠詞’alの場合の「達続の
ハムゼ」の規則である。
　次に197頁4節を見よう。そこにはhobb　ol－vatan－eという複合語が示されている。　hobbが「愛」，
vatanは「祖tw　」で，合わせて「祖国愛」という語になる。こういう復合語の場合，それを構成
する最初の語の限定の主格語羅・oが保たれる。ただし～語が独立して用いられる場合，ペルシア
語においてはアラビア語の格語羅はすべて省かれる。上の例でいえば，hobb　ol・vaSan・eの末罷に
ある限定の属格語羅一eがペルシア語では脱落する。さて184頁にもどって，’abd嶺頓defのうち，
先に説明したように’aが落ちる。そして’‘abdの限定の主格尾・oが残る。したがって‘abd　ol－qEder
となる。
　この句の9は「太陽文字」でなく「月文字」moon　letterであるから，181頁4節にいうよう
に走冠詞の1と同化しない。しかし例えばsala組のようにSという太陽文字で始まっていれば，
同頁3節にいうように1は次のsと問化して’abd　os－salzamとなる。これも人名である。
　さらに人名についていうならAbd－Qase窺は，本来はab9’al　q互se瓢である。このうち’aは上
に述べたように落ちる。またこの「連続のハムゼ」に先行する語の末羅の9が短くなる。貢が短
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くなると，アラビア語ではuであるが，ペルシア語ではoとな｝），かくてAbol－Q農semとなるの
である。
　もう～つ人名について述べよう。185頁の人名「アi］　一の子ゼイド」を，語昆を省いてばらば
らに書けば，Zaid’ibn‘Aliで，これをアラビア語として続けて読めば，’iは「連続のハムゼj
で，音だけでなく文寧アレフも消える。そして三語とも格語羅がついて，Zaid－u　bn・u‘A塾yin
となる。これがペルシア語になると，まず格語尾がすべて落ちる。二重母音aiはeiとなる。’ibn
はebnとなる。さらにこのebnと‘Niの間にエザーフェが入る。それでZeid　ebn－e－‘Al？となる。
124頁「サッファール朝のレイスの子ヤアクーブ」の場合もそうである。
　隅様に歴史上有名な人物「イブン・シーナー」「イブン・ハルドゥーン」は，ペルシア語ではそ
れぞれEbn・e・SΣ顛，　Ebn・e・Khaldan．と発音される。
　11節　アラビア語名詞の語尾について女性を示す「ター・マルブータjは，ペルシア語では，
t，または発音されないhとなる。ときにその両方が兇られ，互いに意味の異る語になるという
説明である。
　eradeh　意志
　er記at　敬意　er記at弧鋤d　敬具（手紙の末尾に書く）
鋤5課
　この課ではアラビア語最大の特色である「三字根」を扱っている。すなわち三つ（まれに四つ）
の根文字によって基本的な意味を作り，その根文字の順序が変ることなく，それに母音や子音が
付舶されることによってわずかな意味の変化を作る。この変化にも整然たる「型」があり，この
点でもアラビア語はきわめて法則的である。
　例えばKTBは「書く」の意味をもつ。
KaTeB
maKT逓B
moK嚢TeBeh
KeT衰B
maKTaB
書記
書類
文通
書物
学校
　アラビア語単語を見て，その申にKTBが含まれていれば，この語は「書く」に関係あると判
断してよい。次にその語の型を考え，それと同じ型で意味を知っている語を思い虜し，その型の
意味を推測し，「書く」と結びつけると，その語の意味がほぼ正確に決定できる。
　型を示すには「なす」の意のF‘Lで示され，また動詞を出すには三人称単数男性完了形たる
Fa‘aLaをもってする。
　9115には原型たる1型から，派生型たるIIからXまでの型があり，各派生型が原型とどんな
意味の関係をもつかが決まってお｝）　s本書190－191頁に説明されている。
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　各型の活用形の中でペルシア語にとって必要なのは，能動分詞・受動分詞・動名詞の三つであ
る。本書では，原型の能動分詞と受動分詞（それぞれ型は一つだけ）は188頁に，原型の動名詞
（その型は多い）は188～190頁に，説明されている。H型以下は192－193頁の表に示されている。
　原型たる1型の雨分詞の型は簡単だから覚えやすいが，その他の型はとても覚えられない。し
たがって覚える必要はない。ペルシア語中のアラビア語をそのまま覚えていく過程で，ときどき
本書に従って自分の語彙を整理するだけでよい。
　一例として‘LM「知る」から作られる語でペルシア語でよく使われるものを示す。
　1型　能動分詞　‘互lem　　「知識ある」
　　　　受動分詞　ma‘菊m　「知られた」
　　　　動名詞　　‘elm　　　「学問」
　II型　1型の自動詞を他動詞にする。したがって「知る」が「知らせる，教える」となる。
　　　　能動分詞　mo‘allem　「先生」
　　　　動名詞　　ta‘llm　　「教育」
　W型　1型の使役，「知らせる，通知する」
　　　　動名詞　　e‘1－am　　「公示」
　なおII－X型の能動分詞と受動分詞を比べてみると，綴りは同じで，発音もよく似ており，唯
一の相違は三つ霞の根文字の母音が前者はeで後者はaであるということである。例えば193頁
X型に見える語，能動分詞ra◎staqbelは「迎えに行く人」であり，受動分詞mostaqbalは「迎え
　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
られるもの，〔時剃の〕未来」である。
　191頁7節にいうように，1型能動分詞はペルシア語では，単数形は形容詞として，複数形は
名詞として，胴いられる。例えば
　‘互1em「知識ある」　‘◎lamE「知識人層」
　9節　根文字に付繍される文字はきまっていて，それを「付繍文掌」servile　lettersという（序
論2節）。ここでの説明は，棚型の動名詞の付糠文字tがその直前の根文字によって変るというこ
とである。発音に便利なためであろう。
（a）
（b）
（c）
（d）
TB‘
DRK
ZHM
ZKHR
TL‘
SLH
ZRB
型 eFte‘蚕1
eTteB匪‘
eDteRaK
eZ重e｝至aM
eZteKH琶R
eTteL蔑‘
eSteL調
eZteR盃B
T＋t
t→D
t→d
t→Z
t→τ
t→・t
t→重
e　ttebll‘
edderak
ezdeh言m
ezze㎞盃r
e牲e璽琶‘
es重e撮h
ezte語b
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第王6課
　この課で重要なのは198頁の9－12節である。
　9節　語内変化複数名詞は女性とみなされ，それを修飾する形容詞も女性になる。本書の例に
似たものでよく用いられるのを示す。「外務省」をVerzarat毛・Omar£－Kharejehという。◎m駈は
「事」amrの語内変化複数で，英語のaffairsに当る。　foreignに当る形容詞はk1遇哨で，それに
女性語尾としてアラビア語ではfター・マルブータ」－atをつけ，ペルシア語ではH字・ehをつけ
る。したがってforeign　affairsはomgr£嗣klillrejehとなる。
　10節　「場所の名詞」の四つの型
　QSD　　f影ざす」　　maQSaD　「自的地」
　SJD　　「礼拝する」　maSJeD　　fモスク」
　DRS　　「学ぶj　　　maDRaSat（ぺ．madreseh）「学校J
　QBR　　ド埋葬する」　maQBeRat（ぺ．maqbereh）「墓tS
　他の例を挙げる。
　SHHI）　「殉教する」　　maSHHaD　　「第8代イマームーレザー殉教の地マシュハド」
　GHRB　「Hが沈むj　　maGHReB．「西」
　11節　「道具の名詞」の三つの型で，ペルシア語でもよく用いられるものは少ない。
　meSV翫　「歯ブラシ3
　me鍛bar　「説教壇」
　naq⑫sh
　khayy展瓢
　いずれもその職業の人を指す。ペルシア語でこれに抽象名詞化の語尾一三を付けると，その職業
またはその店を意味する。
本書には「パン屋」としてkhabbEzが示されているがペルシア語の頭鍛vaが普通は罵いられる。
12節　「職業の名詞」の型は一つである。ペルシア語にたくさんある。
n萌農r　　　「大工」
摯ajj溢r　　　「石工j
baq（1灘　　　「食料鹸商j
qa§鯵b　　　「肉屋」
‘att議r　　　「香料商」
sarr2f　　輔替商1
　　　　　「絵描き」
　　　　　「天：幕作り」（yルバーイーヤート2の作者オマルの父）
第19課
第17・18課はアラビア語動詞のうちやや特殊な重子音動詞・ハムゼ動詞・弱動詞の活用につい
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て説明してある。この箇所はペルシア語から見てさほど重要でないから省略する。
　3節　アラビア語に特有の「爾数」である。ペルシア湾にBahr－ainという島がある。この語は
「海」の両数である。普通のH本人はこれを英語流に「パーレン」と発音する。
　4－9節　語尾付加複数30撚4ρZμ雇が重要である。つまり語尾に・豆tが付くものである。例
えばheiv互n「動物」→he圭v菰灘。この複数形はペルシア語には多くないから，単語ごとに覚え
才し‘ぎビよv、。
第20課
　この課はすべて語内変化複数broken　pluralを扱う。これも単語ごとに覚えるしかない。223
－ 227頁に塩ている例の単語で自分の知っているものに下線を引いておけばよい。ここに挙げら
れているものすべてがペルシア語でよく使われるとは限らない。本書から洩れているものでよく
使われるのを挙げておく。
4．（a）
6．（の
13。（c）
15。（b）
19．ω
227頁3節
（圭）単数形
　　　〃
‘e夏lat
dars
lladd
je簸s
rabe重♂
amlr
「理由」
「学課」
「境界」
「品物」
「関係」
「総督」
→elal
－“dor極s
→ho面d
→ajnas
→　罫av釜bet
→　O磁ara
　　　複数形
　5節　意味によって複数形が異なるものの例で，例えばbeitにはヂ家」と「詩の二行」の意味
がある。前者はペルシア語では用いられない。詩の一行を！nesrぎといい，それが二つで「ベイト」
となる。一つのベイトが一つのまとまった意昧をもつから，ペルシア詩を引網するにはべィトを
出すのが普通である。
四字根語の語内変化複数
k◎ukab　「星」は女性の名
j◎uhar　　「インク」　（複数が「宝石」）
a短beご　fおとなたち」　（ぺ．boz◎罫g・s鮎巨n）
第21課
　1－9節は数を扱う。古典ペルシア文で年代をアラビア語で表現したものがあるが，現代文で
はペルシア語風に表す。ただ「一一」から魍」ぐらいまでの数についての語彙は知っておいた方
がよい。
　5節序数詞sa鱒eh「二翻の，秒」英語のsec・ndも同じくこの二つの意昧をもつのはな
ぜか？
　6節序数副詞1－3は本書の説明にあるとおり，ペルシア語ではしばしば嗣いられる。
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　avvalan，　S護n了a鍛，　S盃1esan．
　7節　分数も知っておいた方がよい。
　nesf「半分」，　sols「％」，　rob‘「％」，時を表す語としてnesf－e・shab「真夜中」，　rob‘「15分」
　8節　次の二語も図形の名として知っておくとよい。撫os証las「三角形」，　morabba‘「正方形，
平方1，ついでに「円」は砿yereh。
　10節　孤os殖r◎n　eleih「上述の〔人〕」は，9の文語として手紙文などで用いられる。
　11節　z9一は「……をもつ」の接頭辞で，例えばzg　al　qam・ain→zo’lqarnein「二本の角を
もつ人，アレキサンダー大王」
　14crg　（b）（c）独立した前｛澄詞はペルシア語でも用いられるものが多い。
　e腋「……までJ　taの文語。
　倉「の中」はペルシア語のdarに当る。百分率（本書41頁）を，イランでは，．．dar　sadどい
うが，アフガニスタンでは＿．fT　sadという。
　varぎ「……の彼方」を優った語としてM酌aτa’◎n－nahr「〔アム〕川の彼方の地，トランスオキ
ジアナ」がよく知られている。
　b護bat　r……として」例えば擁bat・e・搬滋01－ej2reh　「家賃として」
　j’aneb　F方」名詞として用いられて頽顎neb「当方，小生」はmanの文語。これに村し「貴殿壽
はlln－janfib。　jan5bは167頁（b）に説明がある。
　zeddは「反対」を意味する。　zedd・e一酌「防水」
　そのほかtavassot「媒介」を前置詞に薦いると「……気付」となる。
　16節（b）は名詞の対格形・anがペルシア語では副詞として用いられるという説明であり，その例
はすぐに思い出せるであろう。
　（c）fe’1－four「鷹ちに」この意味ではやはりfourを使って，　f｛）ur－an，　fb斑rとすることもでき
る。
　be猛khereh「ついに」はしばしば幣いられる。綴i）からは発音がむずかしいから注意すること。
　上繍への補遺
　序論
　6節はペルシア語のハムゼの周法の説明である。アラビア語のそれは182－185頁にある。
　9飾は発膏を示す記号の説明で，その名を覚えておかねばならない。「ファトへ」＝a，「キャ
スレ」＝e，「ザンメ」＝◎，「タシュディード」無問じ子音が二重になる，「ソクーン」　・・子音だ
けで母：畜がっかない。
　第1課
　12節　一anとinは，縛間的・空間的にそれぞれ遠いものと近いものを指す。
　an「前者」，　in「後者」
　an　taraf　ヂi角う側」，　rn　taraf　「こちら側」，　a鍛va（1t．ha　「昔」，　￥n　rOz．h匿　「近頃」
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　第2言果
　3節（c）τ乏st・・g亘「本当のことを言う〔人〕」の対はd◎rOgh－g費「嘘つき」
　b詑轟一激「腕（複数）」はワーウが子音化して擁z◎v－anともなる。
　第5課
　15節　sad・ha　ketab「何百もの本」，　hez激41a　gol「何千もの花」のほか，　dah・ha　sfO「何十も
のリンゴ」もある。後者は英語でならdozens　of　applesとなる。
　第7課
　1節のche歪は「なぜ」という疑問副詞のほかに，　yesという訳語がついている。これは否定
で問われて肯定で答える場合に嗣いられる。例えば「今日あなたは学校へ行かないのですか」と
聞かれて，もし行くのなら擬本語でvいや，行きます」と答える。この「いや」に嵐るのがchera
である。英語でyes，　noの使いわけは，答えの文が肯定文か否定文かによる。　H本語の「はい」
「いい2」は問いの内容を肯定するか否定するかによる。
　第8課
　1節にあるmagarは話者が自分の考えと逆のことを言って質問するときに用いる。
　Magar　iR・tour　nist？　「おや，そのようではないのですか」（そのようであると思っていた）
　Magar　na－raftEd？　「おや，あなたは行かなかったのですか」（行ったのでしょう）
　アフガニスタンではこの語は「しかし」の意味で使われる。
　72頁侮）の例文「私は長い聞起きていたので眠い」の文中のneshastaRはヂ坐る」という動作
でなく，「寝ないで起きている」状態の意であろう。
　訂正
　ペルシア文レジュメはこの下篇のを正式とする。
　87頁24行呂　　masamma搬→mosam搬am
　　　　　　　　　■●　　　　　　　　　　　　　o●
　90頁9行霞　　ferilbまたはfarib
　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　くレ
9頂5－6行目　t・f・ng→主・pan・hehの代｝）にbAgh「鷹果鯛・→ba画・heh「花蜘
92頁6行鼠　寧→晦・
　93頁11行目　　Nader　Sh蚕h　Af甑激→N甜er　Sh銭h－e－Afsh2rこれは本書：124頁の衰記のとおt）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　に書いたのであるが，人名とそれを修飾する部族名との間にはエザーフェがつく。例えば
　　Hasan－e・BalUch「バルーチ人ハサン」
　本書ig74年以後の版には，275頁で終る索引の後に新しく頁をおこして，　A　Key　to　Persian
Grammarとして64頁分が付加されている。これは本書でペルシア語を独醤する人のためである。
即ち本書第1部の各輩の末羅の練習問題，つまりぺ文英訳と英文ぺ訳の解答，および95頁以後の
ところどころにある読み物の英訳を与えてある。それに椥えて薪しい練翠問題として，英文ぺ訳
の問題とその解答を示してある。
80
本書に収められた読み物は内容・表現ともに高度なもので，学翠者はこれを深く学ぶことによ
り自分のペルシア語を一層高めることができる。著者の適切な噸己慮に対して読者は新たな熱意を
もって本書に取り組むべきであろう。
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